
2024年（令和６年）７月21日　　（2）第269号 あ か し 市 議 会 だ よ り

発　言　者　一　覧
―発言順―　（　）は会派名

上　田　雅　彦（明石維新の会）
①財源確保　②「2025 年日本国際博覧会」（大阪・
関西万博）を契機とした本市の観光
千　住　啓　介（自由民主党明石・代表質問）
①明石市の教育　②明石市のスポーツ施策　③市
役所新庁舎整備　④大久保北部の開発事業
国　出　拓　志（公明党）
①（仮称）若者総合支援室を立ち上げないか　②福
祉避難所　③ＤＶ被害男性の保護
中　川　夏　望（市民の会）
①子育て支援のさらなる拡充　②市民にやさしい
ＤＸ（デジタル改革）の推進　③業務の効率化を
軸とした市役所内のＤＸ推進
宮　坂　祐　太（明石かがやきネット）
①予算編成過程の公表　②季節性インフルエンザ
と新型コロナウイルス感染症の同時流行への備え
髙　尾　秀　彰（明石維新の会）
①気軽にバスケットボールを身近で楽しむことが
できる環境整備　②小中学校体育館の空調設備の
整備の進捗
出　雲　有希子（自由民主党明石）
①各種タクシー利用券　②新規開業者への支援
長　尾　博　子（公明党）
①投票率向上に向けた取組  ②女性を対象とした
骨粗しょう症検診の実施
山　中　裕　司（市民の会）
①身寄りがない高齢者の終活支援　②子どもの体
験格差の解消に向けた取組
竹　内　きよ子（明石かがやきネット）
①市長の所信表明から１年間の成果と課題　②本
市の小中学校の抱える課題とその対応　③明石市
の公共交通の課題
中　村　茂　雄（明石維新の会）
①新庁舎建設中における来庁者用駐車場　②中学
校部活動の地域移行に向けた取組
灰　野　修　平（自由民主党明石）
①本市の教育環境　②大久保駅周辺市有地利活用
計画
飯　田　伸　子（公明党）
①産前・産後の心のケア施策拡充への取組　②公
立保育所等へおむつや布団を持たずに登園できる
制度導入
黒　田　智　子（市民の会）
①孤独・孤立を生まない多胎育児支援　②放課後
児童クラブのより良い環境づくり
正　木　克　幸（明石維新の会）
①地方独立行政法人明石市立市民病院の在り方　
②技術職員拡充のメリット及び拡充方法
石　井　宏　法（自由民主党明石）
①本市の観光施策
尾　倉　あき子（公明党）
①国のこども未来戦略加速化プランである「こど
も誰でも通園制度」　②小学校給食費の公会計化
の実施で教育活動の充実を　③ご当地グルメの祭
典でさらなる明石のにぎわいづくりを
金　尾　良　信（市民の会）
①福祉人材の育成・確保に向けて　②市内の交通
安全
河　村　和歌子（公明党）
①小１の壁の朝の支援　②自治会館の整備
山　下　　　祥（市民の会）
①大蔵海岸公園を核としたにぎわい創出  ②市政
推進における「共創体制」のさらなる強化
梅　田　宏　希（公明党）
①都市計画道路の進捗　②明石港東外港地区再開
発計画　③大久保北部整備構想
辻　本　達　也（日本共産党）
①新幹線車両基地計画　②大阪・関西万博への対
応　③明石川の有機フッ素化合物問題　④（仮称）
二見図書館
中　西　礼　皇（対話の会あかし）
①中学校の修学旅行における民泊　②明石駅周辺
の客引き対策　③本のまち明石
家根谷　敦　子（スマイル会）
①誰一人取り残さないまちづくり

質疑質疑・・一般質問一般質問
　
６
月
14
日
、
17
日
、
18
日
の

本
会
議
で
は
、
24
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
子
育
て
支
援
の
さ
ら

な
る
拡
充
や
二
見
図
書
館
な
ど

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
求
め

ま
し
た
。

　
発
言
者
と
質
問
項
目
の
一
覧

は
下
段
に
、
主
な
内
容
は
２
面

か
ら
５
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
本
会
議
の
録

画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問�　
市
の
地
域
医
療
提
供
体

制
の
在
り
方
や
市
民
病
院

の
役
割
等
を
検
討
す
る
た

め
昨
年
７
月
に
設
置
し
た

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
調
査
報
告
書
を
受
け
、

問�　
未
来
を
切
り
拓
く
教
育

を
行
う
上
で
、
本
市
の
子

ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な

大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
の

か
、市
長
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
今
の
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
な
る
未
来
は
、
変
化

が
激
し
く
予
測
不
能
な
社

会
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
に
、
自
分
で
課
題
を

見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
考

え
、判
断
し
、行
動
す
る
、

生
き
る
力
を
身
に
付
け
た

大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

強
く
願
っ
て
い
る
。

　

�　
な
お
、
教
員
と
の
出
会

い
は
、
子
ど
も
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

市
独
自
の
研
修
に
よ
る
教

員
の
資
質
向
上
や
支
援
を

要
す
る
生
徒
へ
の
人
員
配

置
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　

�　
今
後
も
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
の
実
現
に
向
け
、

多
様
な
学
び
の
保
障
や
子

育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、

子
ど
も
一
人
一
人
に
寄
り

添
う
き
め
細
や
か
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

の
密
度
が
低
下
し
、
骨
折

し
や
す
く
な
る
病
気
で
、

女
性
や
高
齢
者
に
多
い
。

本
市
は
集
団
健
診
や
フ
レ

イ
ル
相
談
会
の
ほ
か
、
健

康
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
、
希
望
者
に
無
料
で

骨
密
度
測
定
を
実
施
し
、

昨
年
度
は
約
２
５
０
０
人

の
測
定
を
行
っ
た
。な
お
、

測
定
結
果
に
よ
っ
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
保
健
指
導

や
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧

奨
を
行
っ
て
い
る
。

　

�　
定
期
的
な
検
診
を
実
施

す
る
場
合
は
有
料
と
な
り
、

測
定
者
が
減
少
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
集

団
健
診
の
受
診
者
に
無
料

で
測
定
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
を
広
く
周
知
す
る
と

と
も
に
、
女
性
や
高
齢
者

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
等
で

測
定
で
き
る
機
会
が
増
や

せ
る
よ
う
関
係
部
署
と
の

連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

枚
に
つ
き
25
円
の
負
担
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　

�　
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

は
、
障
害
者
手
帳
等
を
持

つ
約
３
６
０
０
人
に
交
付

し
て
い
る
が
、
こ
の
施
策

と
は
別
に
事
業
者
が
実
施

す
る
障
害
者
割
引
の
率
は

１
割
で
あ
る
。
タ
ク
シ
ー

運
賃
等
は
国
の
認
可
が
必

要
な
た
め
、
市
が
割
引
分

を
負
担
す
る
こ
と
は
、
慎

重
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

問�　
寿
タ
ク
シ
ー
と
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
の
事
業
者

負
担
金
に
つ
い
て
問
う
。

答�　
寿
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、

70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
５

０
０
円
券
８
枚
、
計
４
千

円
分
を
交
付
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
は
約
６
万
人

に
交
付
し
、
市
か
ら
事
業

者
へ
の
支
払
い
額
は
約
１

億
４
５
０
０
万
円
、
事
業

者
の
負
担
額
は
約
７
６
０

万
円
で
年
々
増
加
し
て
い

る
。
市
は
財
源
を
確
保
し

事
業
を
継
続
す
る
た
め
、

事
業
者
に
５
０
０
円
券
１

問�　
本
市
の
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
の
現
状
と
定
期
的
な

検
診
実
施
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨

市
の
見
解
を
聞
く
。

答�　
同
チ
ー
ム
は
、
市
民
病

院
の
経
営
状
況
を
含
む
市

の
医
療
需
要
等
の
現
状
把

握
と
課
題
整
理
、
市
民
病

院
が
担
う
べ
き
役
割
等
の

検
討
と
と
も
に
再
整
備
に

つ
い
て
も
手
法
ご
と
に
整

理
し
た
。
再
整
備
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
外
部
有
識

者
に
よ
る
市
民
病
院
の
あ

り
方
検
討
会
議
を
開
催
し
、

専
門
的
な
観
点
か
ら
意
見

を
聴
く
が
、
ま
ず
は
再
整

備
に
係
る
財
政
負
担
を
踏

ま
え
た
長
期
収
支
や
詳
細

で
実
現
性
の
高
い
回
収
計

画
等
の
検
討
が
重
要
で
あ

る
。
報
告
書
を
基
に
市
と

市
民
病
院
が
課
題
を
共
有

し
、
再
整
備
に
係
る
収
支

見
込
み
や
医
師
確
保
策
等

の
経
営
計
画
等
、
市
民
病

院
の
具
体
的
な
運
営
方
針

を
定
め
る
協
議
・
調
整
を

行
う
。

問�　
保
護
者
が
育
児
休
業
を

取
得
し
た
場
合
、
す
で
に

保
育
施
設
に
通
園
中
の
上

の
子
が
退
所
と
な
る
育
休

退
園
制
度
は
廃
止
す
べ
き

と
考
え
る
。市
の
見
解
は
。

答�　
本
市
は
、
下
の
子
の
育

児
休
業
取
得
の
際
、
満
１

歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
４
月
29
日

ま
で
保
育
施
設
の
継
続
利

用
を
認
め
て
い
る
。
継
続

育
休
退
園
制
度

　
制
度
の
見
直
し
を

�

前
向
き
に
検
討

タ
ク
シ
ー
利
用
券

    

事
業
者
負
担
分
を

�

軽
減
で
き
な
い
か

明石市立市民病院の再整備
庁内検討チームの調査受け
あり方検討会議を開催

無料の骨密度測定
集団健診等で実施中
機会を増やし広く周知へ

持続可能な地域医療提供体制を

70歳以上の高齢者に交付

利
用
の
期
間
は
自
治
体
ご

と
に
異
な
り
、
制
度
自
体

を
設
け
て
い
な
い
自
治
体

も
あ
り
、
全
国
的
に
制
度

を
廃
止
す
る
動
き
も
あ
る
。

　

�　
こ
ど
も
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
本
市

と
し
て
、
す
で
に
入
所
し

て
い
る
上
の
子
の
保
育
環

境
を
変
え
る
こ
と
は
望
ま

し
く
な
く
、
ま
た
、
保
護

者
が
上
の
子
の
退
園
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
育
休
復

帰
の
時
期
を
選
択
で
き
る

よ
う
、
来
年
度
の
保
育
施

設
の
申
し
込
み
開
始
ま
で

に
現
制
度
の
見
直
し
を
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

�

高
齢
者
へ
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
は

問�　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
無

料
化
の
継
続
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
助
成
を
問
う
。

答�　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
の
同
時
流
行
に
よ
る
医

療
現
場
の
混
乱
や
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
令
和
２

年
度
に
費
用
を
無
料
化
し
、

昨
年
度
ま
で
継
続
し
て
き

た
。
今
年
度
の
費
用
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
状

況
も
注
視
し
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
。

　

�　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
昨
年
度
ま
で
全

額
国
費
だ
っ
た
が
、
今
年

度
は
国
か
ら
７
千
円
の
自

己
負
担
額
が
示
さ
れ
た
。

本
市
は
市
民
の
負
担
軽
減

の
た
め
助
成
し
、
自
己
負

担
額
を
３
千
円
と
す
る
。

な
お
、
国
に
対
し
て
は
、

来
年
度
以
降
の
助
成
の
継

続
や
拡
大
を
求
め
て
い
く
。

　
未
来
を
切
り
拓
く
教
育
へ

　
　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け

　
　
　
　
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
取
り
組
み
を


